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5、考察
　本研究では、日本人英語学習者の母語から対象言語への意味の転移容認度の差について、形容
詞の無標野・有標性という観点から分析を行なった。本研究で扱った4対の形容詞を使用した
20対の表現のうち、無標形容詞が有標形容詞よりも転移容認度において有意に高い値を示した
のは．「深い／浅い意味」、「深い／浅い友情」、「広い／狭い意味」、「広い／狭い心」、「明るい／
暗い性格」、「強い／弱い態度」「強い／弱い願望」「強い／弱い興味」「強い／弱い意志」の9対
であり、すべての形容詞対にまたがっている。また．有意差は認められなかったものの．他の表
現についても、無標表現が有標表現よりも高い転移容認度を示す傾向が認められている。逆に、
有標形容詞が無標形容詞よりも転移容認度において有意に高い値を示した例はみられなかった。
　また、無標形容詞を使用したの表現のうち、転移できるとする「肯定的評価」が転移できない
とする「否定的評価」を上回ったのは20通り中12通りであったのに対し、有標形容詞の場合は、
5通りのみであった。
　本研究で扱った表現は数多くある形容詞の一部を使用したものであり、今回得られた結果から
のみ断定することは避けなければならないが、無下形容詞の転移容認度は有標形容詞のそれを上
回る傾向があること、すなわち．肯谷（2008）で提起した仮説①「ある名詞が形容詞と共起する場
合、その形容詞のその名詞に対する警標性が高いものほど、転移容認度が高くなる」は支持され
たと考えられる。それは無骨性の表現が、それぞれの言語に特有の表現であるというより、どの
言語にも共通して存在する概念を表すという認知がなされる傾向にあることを意味している。
　言語学習も含め、すべての学習は既知の知識体系を未知のことがらにあてはめることによって
なされる（Neuner，1992）。外国語の学習においては、母語と対象言語との言語的距離が近い場
合には、母語の知識を対象言語の学習に利用することで．言語習得は促進されるし．言語学習に
かける労力、時間も節約することができる。しかし、日本語と英語のような言語的距離の大きい
言語間の関係は「ゼロ関係」であると言われており（Ringbom，2007）、母語の知識体系を利用
することは無意味であるように捉えられがちである。その意味で日本人英語学習者は非常に不利
な学習環境に置かれているといえる。
　しかし「ゼロ関係」とは、実は、2つの言語間に全く共通点がないことを意味するのではなく、
共通点が一見してもわからないほど抽象的な、認知的なレベルに存在するため．初歩的な学習者
には認識できないという状況を意味している。事実、本研究で扱った無標・警標形容詞を含む、
合わせて40通りの表現はすべて日本語から英語への転移が可能である。しかし、学習者が2言
語間の距離の隔たりを認識すればすればするほど、言語転移は起きにくくなる（Kellerman，
1977，1978；青谷2003ab，2004，2008）。
　言語転移には認知レベルでの意味類推のプロセスが関わっている。本研究で行なった調査のよ
うに、タスクとして転移容認度を判断させると、学習者は類推を行い、選択的に容認度を判断す
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ることになる。その類推傾向は、学習者の心的語彙の構造を解明する手がかりになり、日本語の
知識を英語学習に効率的に利用する方法を研究するための有効な知見となり得る。
　本研究により、無標表現が言語間の共通概念として認知されやすい傾向にあるという．言語転
移に関する1つの知見が得られたが、このように語彙の認知構造に関する知見を積み上げていく
ことにより、より効率的な語彙習得が可能になると考えられる。「ゼロ関係」にある言語を学習
しなければならない日本人英語学習者の心理的負担は大きく、母語の知識体系がほとんど利用で
きないと考える傾向の強い学習者は、英語の習熟度がかなりの水準まで達しなければ英語での表
現はできないと思い込み、英語を使うことに対して極めて消極的になりがちである。
　今後は．これまでの研究で得られた知見に基づき、語彙習得に関して、学習者に言語転移の有
効性を認識させることを可能にするような学習プログラムの開発（Aotani＆Kameyama，2008）
を進めていく予定である。
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i例えば「その荷物の重さはどれくらいですか？」という質問は可能であるが、「その荷物の＊軽さはどのく
らいですか？」という質問は特別な理由がなければ意味的容認度は低い（Quirk　e古α～．1985）。このような無
標一有標の形容詞対には他に「長い一短い」「高い一低い」「古い一新しい」などがある。
ii青谷（2003，2008）での調査実施校と同一であるが、調査対象は重複していない。
